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職
業
訓
練
法
m
周
年
記
念

　
　
せ
ん
　
　
　
　
　
の
　

私
と
職
業
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝

　
「
起
立
、
礼
」
は
つ
ら
つ
と
し
た

号
令
が
オ
フ
ィ
ス
街
の
二
階
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
。
こ
れ
は
畏
岡
市
の
中

越
時
計
訓
練
所
の
授
業
の
始
ま
り
を

告
げ
る
当
番
の
声
で
あ
る
。
七
年
前

の
学
生
生
活
が
な
つ
か
し
く
思
い
出

さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
教
室
に
は

自
習
の
時
間
を
喜
ぶ
よ
う
な
、
あ
の

学
生
時
代
の
ム
ー
ド
は
微
塵
も
な
い

当
番
の
声
に
続
い
て
す
ぐ
「
お
願
い

し
ま
す
！
」
と
全
員
が
厳
し
い
態
度

で
頭
を
下
げ
る
。
こ
の
熱
気
の
こ
も

っ
た
教
室
の
姿
を
紹
介
し
て
み
よ

う
。
　
今
日
は
時
計
の
心
臓
と
も
い
う
べ

き
、
脱
進
機
の
製
図
で
あ
る
。
ゼ
ン

マ
イ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
二
番
車
、
三

番
車
、
四
番
軍
、
五
番
車
（
ガ
ン
ギ

車
）
と
受
継
ぎ
、
ア
ン
ク
ル
に
よ
っ

て
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
調
節
し
、
時

刻
を
指
示
す
る
の
が
時
計
の
大
要
で

あ
る
が
、
脱
進
機
の
製
図
と
は
こ
の

ガ
ン
ギ
車
と
ア
ン
ク
ル
の
関
係
の
製

図
で
あ
る
。
製
図
な
ど
は
、
中
学
校

の
工
作
時
間
以
外
は
ほ
と
ん
ど
覚
え

が
な
い
。
先
生
の
説
明
す
る
線
の
一

本
一
本
の
ひ
き
か
た
を
、
ま
る
で
赤

ん
坊
が
初
め
て
言
葉
を
覚
え
る
と
き

の
よ
う
に
真
剣
で
あ
る
。
先
生
の
指

示
に
従
っ
て
完
成
さ
れ
て
ゆ
く
製
図

　
　
沢
　
洋
　
次

を
み
な
が
ら
、
成
程
、
先
生
が
日
頃

「
時
計
の
修
理
は
元
の
姿
に
も
ど
す

こ
と
が
大
切
な
の
だ
。
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
る
意
味
が
十
分
わ
か
っ

た
。
　
昔
は
一
日
に
三
分
位
の
狂
い
は
、

狂
い
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
今

日
は
、
一
日
三
分
も
違
う
も
の
な
ら

お
客
さ
ん
は
す
ぐ
と
ん
で
く
る
。
正

確
に
合
う
の
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ

て
き
た
今
日
、
私
達
、
時
計
屋
を
こ

こ
ろ
ざ
す
も
の
は
こ
う
し
た
歯
車
の

一
枚
一
枚
が
製
図
さ
れ
、
造
ら
れ
て

ゆ
く
過
程
を
よ
く
理
解
し
、
時
計
の

修
理
を
行
な
わ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
の
だ
と

痛
感
致
し
ま
し
た
。

　
九
年
間
の
義
務
教
育
、
三
年
間
の

高
校
生
活
、
四
年
間
の
社
会
教
育
の

一
端
で
あ
る
青
年
学
級
活
動
、
そ
し

て
一
年
目
の
職
業
訓
練
の
教
育
を
受

け
、
こ
こ
で
初
め
て
自
分
か
ら
進
ん

で
学
習
す
る
意
義
を
み
い
だ
し
た
よ

う
な
気
が
致
し
ま
す
。
義
務
教
育
や

高
校
教
育
は
教
育
の
三
原
則
と
い
わ

れ
る
。
知
育
、
体
育
、
徳
育
を
目
標

に
掲
げ
て
翁
っ
た
の
で
し
よ
う
が
。

こ
こ
で
は
主
に
知
育
、
体
育
が
中
心

だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

し
か
も
、
そ
の
当
時
の
私
は
受
動
的

な
学
習
態
度
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
実
社
会
に
一
歩
で
た
私
に
は

学
校
教
育
と
い
う
も
の
は
現
実
的
な

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
レ
；
シ
ョ
ン
ズ
や

会
社
組
織
の
一
員
と
し
て
の
、
あ
る

い
は
職
業
的
な
必
要
技
能
と
直
接
、

結
び
つ
か
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
人
間
と
し

て
の
基
礎
教
育
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
の
社
会
教
育
に
お
い
て

は
、
人
間
と
し
て
、
ひ
よ
つ
の
社
会

を
形
成
す
る
一
員
と
し
て
、
よ
り
よ

い
社
会
人
に
な
る
為
の
徳
育
と
い

う
も
の
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

以
上
の
中
で
、
私
な
り
に
知
育
、
体

育
、
徳
育
と
い
う
教
育
の
三
原
則
の

必
要
性
は
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
何
か
私
は
も
の
た
ら
な
さ

　
詩
吟
和
歌
朗
詠

　
　
　
　
　
会
員
募
集

　
こ
の
度
中
里
村
公
民
舘
の
後
援
の

も
と
に
、
詩
吟
の
会
が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。
毎
週
左
記
の
要
領
で
練
習

し
て
居
り
ま
す
の
で
、
「
よ
し
、
お

れ
も
一
つ
…
…
」
と
思
う
方
は
ど
う

ぞ
お
い
で
下
さ
い
。
な
お
、
く
わ
し

く
知
り
た
い
方
は
、
田
沢
本
村
、
小

山
貫
一
（
田
沢
局
　
一
二
一
）
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
練
習
日
　
毎
週
木
曜
出
午
後
八
時

　
場
所
中
里
村
公
民
舘
（
旧
役

　
　
　
　
場
）

師
範
神
風
流
八
段

　
　
　
宗
師
　
渡
辺
抄
風
先
生

　
　
中
里
村
詩
吟
会

　
　
　
　
　
　
会
長
小
山
大
泉

を
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
こ
う
し
た
疑
問
を
も
っ
て

た
ま
た
ま
あ
る
座
談
会
に
出
席
致
し

ま
し
た
。
そ
の
時
の
テ
ー
マ
は
「
青

春
時
代
を
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に

は
」
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
論

と
し
て
、
「
ま
す
自
分
の
職
業
に
自

信
と
誇
り
を
も
っ
こ
と
だ
。
」
と
い

う
こ
と
に
達
し
ま
し
た
。
私
が
今
ま

で
過
ご
し
た
学
校
教
育
や
青
年
学
級

は
社
会
の
｝
員
と
し
て
働
き
、
生
き

て
ゆ
く
為
の
基
礎
教
育
で
あ
り
、
一

社
会
人
と
な
っ
た
今
日
で
は
自
分
の

職
業
に
お
い
て
専
門
家
に
な
る
た
め

の
学
習
が
必
要
だ
と
気
が
つ
い
た
の

で
す
。
職
業
的
専
門
家
に
な
る
た
め

の
学
習
の
場
、
そ
れ
は
職
業
訓
練
所

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
中
小
企
業
の
多

い
日
本
に
お
い
て
は
会
社
独
自
で
職

業
教
育
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

大
変
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
高
度
成

長
を
続
け
る
日
本
経
済
の
中
に
あ
っ

て
、
技
術
革
新
と
販
売
競
争
は
益
々

激
化
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
に
あ
っ
て
、
や
は
り
私
達
も

刺
激
を
受
け
、
こ
の
職
業
訓
練
所
に

お
け
る
、
我
々
の
熱
意
と
な
っ
て
表

わ
れ
て
お
る
と
思
い
ま
す
。
私
達
は

こ
の
能
動
的
な
学
習
態
度
を
い
つ
ま

で
も
持
ち
続
け
、
よ
り
正
確
な
、
よ

り
高
度
な
時
計
理
論
と
技
術
を
身
に

つ
け
、
訓
練
所
を
設
け
て
下
さ
っ
た

組
合
員
の
方
々
の
善
意
に
報
い
た
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
．

（
三
面
よ
り
続
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

青
葉
な
か
ひ
と
き
は
目
立
つ
花
こ
ぶ

し
（
ま
だ
早
春
、
何
ん
の
花
も
咲
か
ぬ

若
葉
の
青
さ
に
こ
ぶ
し
の
花
だ
け
が

白
く
浮
き
あ
が
り
、

う
に
華
麗
で
あ
る
）

何
か
の
精
の
よ
一

一
連
休
の
児
と
萎
花
畑
玉

泉
深
雪

春
陽
背
に
子
等
川
べ
り
を
嬉
、
と
し

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

植
え
そ
め
て
田
に
は
や
風
の
生
れ
け

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ
、

大
空
に
古
木
の
梅
や
花
ま
ば
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
蛙

薪
を
伐
る
昼
の
笠
蔭
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

気
粉
れ
に
摘
み
し
す
み
れ
の
掌
に
匂

・
う
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
美

塵
焼
き
し
松
の
花
粉
に
ま
み
れ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
寿
子

夜
を
次
い
で
栽
ち
を
り
遠
く
、
初
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

潮
騒
の
よ
う
な
朝
風
青
葉
木
蒐

　
　
選
者
自
句

く
く
ら
れ
し
ま
Σ
芽
吹
く
桑
過
疎
部

落　
　
雑
詠
　
　
　
　
山
崎
　
了

・
結
婚
す
る
友
の
便
り
は
ど
こ
と
な

く
う
れ
し
い
知
ら
せ
に
誤
字
も
チ
ラ

ホ
一
フ

・
祝
電
な
ど
ご
心
配
あ
ら
ば
二
十
二

日
ま
で
文
字
も
段
々
消
え
る
よ
う
に

小
さ
く

・
ぎ
こ
ち
な
き
車
掌
の
ま
ね
ご
と
三

年
も
す
れ
ぱ
何
と
か
型
に
な
り
し
か

・
気
短
な
三
十
路
の
吾
れ
に
た
マ
｝

っ
歌
読
み
つ
マ
け
て
十
余
年

・
吾
が
愛
す
歌
に
読
ま
れ
し
酒
歌
女

こ
れ
ぞ
丈
夫
の
本
領
な
り
し
と

韓
羅
灘

◎
産
声

子
の
名

斉
藤
大
輔

猪
股
恵
理
子

井
ノ
川
邦
恵

山
田
秀
浩

渡
辺
喜
代
美

島
田
美
和
子

大
口
　
一
則

山
本
　
一
哉

◎
高
砂

父
の
名

輝光東勇虎勝和思
雄吉一蔵利一幸博

部
落
名

宮
　
中

新
屋
敷

如
来
寺

東
田
尻

高
道
山

倉
俣
小
原
葎
沢

｛
翻

｛
翻

｛
翻

｛
翻

｛
襯

｛
翻

．
｛
雛

｛
翻

｛
翻

保
坂
　
　
弘
（
一
ガ
）
芋
　
沢

保
坂
五
津
子
（
一
一
こ
芋
　
沢

佐
藤
　
時
男
（
♂
）
神
奈
川

樋
口
百
合
子
（
一
一
〇
）
西
田
尻

紛
川
　
正
明
（
一
♂
）
醸
南
町

樋
口
　
安
子
（
ゴ
）
小
　
原

斉
藤
思
ス
オ
）
山
崎

小
林
春
美
（
二
四
）
山
崎

栗
林
鎌
一
（
♂
）
十
日
町

南
雲
紀
子
（
一
パ
）
堀
之
内

斉
藤
　
馨
爾
（
一
ε
）
本
屋
敷

高
尾
三
枝
子
（
三
）
福
井
県

高
僑
東
八
郎
（
二
六
）
田
中

池
田
ト
モ
（
評
）
＋
日
町

岩
崎
　
　
弘
（
一
ε
）
神
奈
川

鈴
木
　
悦
子
（
∫
）
重
　
地

広
田
　
　
潔
（
一
ガ
）
田
中

村
山
ト
シ
イ
（
オ
）
鼠
南
町

｛　新
郎
　
高
野
　
　
寛
（
二
も
名
古
屋

　
　
　
　
　
ロ
ノ
ブ
テ
な
も
　
　
　

｛
翻
醗
洋
登
羅

｛　新
郎
　
南
雲
英
秋
（
一
ガ
）
芋
　
川

　
新
婦
　
猪
股
　
公
子
（
ニ
ニ
）
新
屋
敷

｛　新
郎
　
福
原
勇
一
（
菖
o
）
潅
南
町

　
新
婦
　
服
部
　
カ
ッ
（
一
ε
）
小
　
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

｛　新
郎
山
田
勝
治
（
二
四
）
土
倉

　
　
　
　
　
　
カ
ホ
ル
　
ニ
も
ム
　

◎
雲
年
令
選

山
本
　
マ
ヨ
　
（
五
四
）
　
小
　
出

藤
ノ
木
伴
重
（
七
二
）
小
出

樋
口
洋
一
（
八
三
）
桂

大
口
　
一
則
　
（
○
）
　
小
原
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回
　
　
｛

月
価
㎜

毎
定
㎜

第
2
次

構
造
改
善
事
業

清
津
川
開
拓
．
ハ
イ
ロ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
を
中
心
に

　
国
は
現
在
、
農
業
基
本
法
に
基
く

農
業
構
造
改
善
事
業
を
実
施
し
て
い

る
が
、
関
運
す
る
制
度
の
対
応
が
な

さ
れ
す
、
必
す
し
も
成
果
は
期
し
得

た
と
言
え
な
い
な
か
に
、
時
間
切
れ

と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ

の
次
期
対
策
と
し
て
、
今
年
よ
り
向

う
十
ヵ
年
を
か
け
て
、
総
額
七
百
五

十
億
円
の
事
業
費
を
見
込
む
、
全
国

お
よ
そ
、
二
千
二
百
五
十
地
区
を
対

象
と
し
て
、
第
二
次
農
業
構
造
改
善

事
業
を
実
施
す
る
と
、
同
事
業
促
進

対
策
要
綱
（
案
）
お
よ
び
補
助
事
業
の

内
容
を
配
布
し
て
い
た
が
、
こ
の
度

そ
の
実
施
基
準
（
案
）
等
細
部
に
つ

い
て
示
さ
れ
た
の
で
、
中
里
村
で
も

さ
っ
そ
く
内
部
検
討
の
上
、
溝
津
川

右
岸
の
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区

を
中
心
に
、
四
十
四
年
指
定
、
四
十

五
年
度
の
実
施
地
区
に
指
定
を
受
く

べ
く
、
関
係
機
関
、
そ
の
他
と
協
議

の
上
、
去
る
十
日
、
県
に
対
し
希
望

調
書
を
提
出
し
た
。

　
本
地
区
の
主
た
る
、
関
係
部
落

数
九
、
農
家
戸
数
二
百
九
十
三
戸
で

地
域
は
現
在
パ
イ
ロ
ッ
ト
扇
業
が
、

進
行
中
で
あ
る
が
、
四
十
五
年
を
以

，
て
、
三
百
四
十
診
（
一
部
基
盤
整

備
を
含
む
）
の
開
田
が
完
了
し
、
一

運
の
事
業
が
完
成
す
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
戸
平
均

一
診
の
規
模
拡
大
と
農
業
生
産
碁
盤

の
整
備
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
い

換
地
に
よ
る
、
樂
団
化
及
び
農
業
近

代
化
施
設
の
導
入
に
よ
り
、
一
貫
機

械
化
体
系
に
よ
る
、
資
本
装
備
と
新

し
い
技
術
体
系
に
即
応
し
た
、
農
葉

生
産
組
織
を
育
成
し
、
生
産
性
の
向

上
を
図
り
、
農
業
を
近
代
化
的
産
業

と
し
て
、
確
豆
さ
せ
、
他
産
業
た
．
均
衡

と
調
和
の
と
れ
た
米
を
基
幹
と
し
た

農
業
経
営
を
目
的
と
し
、
一
戸
当
り

の
農
業
所
得
は
現
在
の
五
十
三
万
四

千
円
を
完
成
後
に
は
、
百
十
三
万
四

千
円
の
所
得
と
な
る
計
画
に
立
っ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
た
め
箏
業
と
し

て
、
既
耕
地
の
土
地
基
盤
の
整
備
と

農
業
近
代
化
施
設
整
備
事
業
を
．
国

の
補
助
事
業
で
実
施
し
た
い
と
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
費
は
、
約
三
億
円

を
見
込
む
。
ま
た
こ
の
開
拓
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
城
は
中
里
村
の
一
農
業
地
帯

で
あ
り
、
米
を
中
心
と
し
て
、
補
完

作
目
に
養
蚕
を
と
り
入
れ
る
農
家
、

米
を
中
心
と
し
て
、
畜
産
を
と
り
れ

る
農
叡
、
米
専
業
農
家
、
そ
の
他
の
作

目
を
補
完
と
す
る
農
家
を
合
せ
て
二

百
戸
の
自
立
経
営
農
家
を
目
標
に
、

ま
た
こ
れ
ら
の
自
立
経
営
農
家
を
、

中
心
と
し
た
規
模
拡
大
と
、
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
が
な
さ
れ
、
農
業
近

代
化
施
設
の
設
置
の
上
に
、
生
産
組

織
に
よ
る
農
業
経
営
の
理
想
的
な
姿

で
あ
る
が
、
こ
の
姿
を
甲
里
村
内
全

地
域
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
を
，
ね
ら

い
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
、
揚
水
機

　
　
待
望
の
通
水
式
、
日
も
迫
る

　
県
営
清
津
川
右
岸
段
丘
地
総
合
開

拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
は
既
報
の
通
り

着
工
以
来
四
年
目
に
入
っ
て
お
り
、

今
迄
に
幹
線
水
路
、
二
千
六
十
八
・

一
六
六
米
、
揚
水
機
、
変
電
所
各
一
ヵ

所
、
送
水
管
七
百
五
十
六
・
三
五
米

地
区
内
幹
線
水
路
千
五
百
三
・
八
米

を
実
施
し
、
今
年
開
田
四
十
六
・
四

黛
へ
、
鴨篭嫉

診
を
植
付
け
す
る
計
画
で
総
仕
上
げ

の
た
め
、
急
ビ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め

て
い
る
。

　
揚
水
機
場
も
電
気
主
任
技
術
者
と

し
て
、
村
山
和
隆
氏
（
津
閑
町
大
割

野
）
を
選
任
し
、
近
目
中
に
待
望
の

通
水
試
験
を
、
県
立
会
い
の
も
と
に

実
施
す
る
。
本
年
植
付
す
る
四
十
六

・
四
診
の
地
区
は
、
市
之
越
三
十
診

朴
木
沢
、
上
山
、
高
道
山
等
十
六
・

四
診
で
あ
る
が
、
市
之
越
は
既
に
生

産
組
合
を
組
織
し
て
、
本
年
は
一
貫

し
た
共
同
作
業
態
形
で
進
む
計
圃
を

立
て
て
い
る
。

　
試
験
田
の
成
績
か
ら
す
る
と
、
本

年
の
生
産
量
十
ア
ー
ル
当
り
四
百
六

十
♂
、
四
十
六
・
四
診
で
二
十
一
万

五
千
二
百
八
十
ヂ
の
生
産
量
と
な
り

粗
収
入
二
千
七
百
九
十
八
万
六
千
四

百
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で

一
役
こ
の
地
区
で
は
古
田
と
合
せ
る

と
、
中
里
村
の
六
％
の
水
田
地
帯
と

な
り
、
同
地
区
住
民
は
、
明
日
へ

の
農
業
意
欲
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い

る
。
当
初
計
圃
、
四
＋
五
年
度
完
成

も
い
よ
い
よ
あ
と
一
ヵ
年
で
あ
り
、

待
望
の
三
亘
二
＋
九
・
八
診
の
美
田

が
造
成
さ
れ
、
中
里
村
も
手
診
の
水

田
に
あ
と
一
歩
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
【
写
真
は
す
っ
か
り
、
出
来
あ

が
り
、
通
水
式
を
待
つ
揚
水
機
場
と

変
電
所
】

7
月
1
5
日

　
　
村
農
業
委
員

選
拳

　
来
る
七
月
十
五
日
に
、
中
里
村
農

業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
が
お
こ

な
わ
れ
る
予
定
で
す
。
農
業
委
員
は
、

三
年
間
に
わ
た
り
、
皆
さ
ん
の
身
近

か
な
代
表
と
し
て
、
農
業
者
の
利
益

を
守
る
た
め
の
農
政
活
動
や
、
農
地

亭
務
の
適
正
な
処
理
、
新
し
い
農
業

技
術
導
入
と
経
営
の
推
進
等
重
要
な

任
務
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
農
家
の

皆
さ
ん
の
希
望
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
こ
の
選
挙
に
関
心
を
深
め
ま
し

ょ
う
。
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後
半
期
の
苗
代
管
理
と

　
　
　
　
　
苗
代
病
害
虫
に
つ
い
て

　
五
月
の
気
象
予
報
で
は
、
移
動
性

高
気
圧
の
影
響
で
、
か
な
り
気
温
の

高
く
な
る
日
が
あ
る
。
ま
た
発
達
し

た
低
気
圧
の
通
過
で
、
一
～
二
回
風

雨
の
強
く
な
る
日
が
あ
る
が
、
月
平

均
気
温
は
平
年
並
み
か
、
や
や
高
め

降
水
量
は
平
隼
並
み
か
少
な
め
、
日

照
は
多
め
と
さ
れ
て
い
る
。
苗
代
後

半
の
管
理
の
要
点
は
、
苗
の
徒
長
防

止
、
除
草
．
病
害
虫
防
除
で
あ
る
。

　
　
一
、
適
切
な
水
管
理
に

　
　
よ
る
苗
の
徒
長
防
止

　
本
葉
三
葉
以
降
の
苗
は
、
培
地
か

ら
養
分
を
吸
収
し
、
光
合
成
作
用
で

糖
分
を
作
り
、
独
豆
し
た
生
活
に
入

る
。
こ
の
頃
か
ら
日
光
を
、
充
分
に

当
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
苗
代

後
半
期
の
管
理
は
、
極
力
浅
水
に
管

理
し
、
童
丈
の
短
か
い
硬
い
苗
に
仕

上
げ
る
。
極
端
な
寒
波
や
晩
霜
の
あ

る
場
合
は
、
一
時
的
に
深
水
に
し
て

も
、
そ
れ
以
外
は
床
上
一
移
程
度
の

浅
水
管
理
を
原
則
と
す
る
。

　
二
、
ヒ
エ
の
除
去

　
ヒ
エ
は
皐
め
に
除
か
な
い
と
苗
の

生
育
を
損
な
い
、
本
田
に
も
ち
込
ま

れ
や
す
い
、
天
気
の
よ
い
朝
タ
、
逆

光
線
で
見
通
し
な
が
ら
、
回
数
を
か

さ
ね
て
、
徹
底
的
に
除
去
す
る
。

　
　
三
、
病
害
虫
防
除

　
苗
代
の
後
期
に
は
、
病
害
虫
の
活

動
も
さ
か
ん
と
な
り
、
厚
ま
き
男
多

窒
素
の
軟
弱
徒
長
苗
に
は
、
い
も
ち

病
な
ど
が
発
生
し
や
す
い
。
病
害
虫

は
発
生
の
初
期
に
発
見
し
、
対
策
を

講
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
苗
代
に
お
け
る
薬
剤
散
布
は
、
原

則
と
し
て
、
苗
と
り
五
日
前
に
一
回

行
な
う
が
、
異
常
発
生
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
七
～
十
日
前
に
第
一
回

目
の
敵
布
を
行
な
い
、
計
二
回
の
散

布
と
す
る
。
ミ
ス
ト
機
を
使
用
す
る

場
合
に
、
散
布
量
が
不
足
し
て
効
果

の
あ
が
ら
な
い
例
も
あ
る
が
。
散
布

量
は
ア
ー
ル
当
り
、
五
5
六
鵠
以
上

に
な
る
よ
う
に
注
意
す
る
。
苗
代
病

害
虫
防
除
に
使
用
す
る
薬
剤
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
混
用
し
て

病
害
虫
同
時
防
除
す
る
と
、
能
率
的

で
あ
る
．

　
四
　
そ
の
他

①
苗
代
宋
期
に
な
っ
て
肥
え
切
れ
を

　
生
じ
て
も
、
そ
の
程
度
が
軽
度
で

　
あ
れ
ぱ
、
追
肥
は
し
な
い
方
が
安

　
全
で
あ
る
．
し
か
し
肥
切
れ
が
激

　
し
い
場
合
は
、
苗
質
を
悪
く
す
る

　
の
で
、
苗
取
り
三
ぞ
四
日
前
に
一

　
平
方
厨
当
り
、
五
～
六
撃
を
追
肥

　
す
る
。

②
稚
苗
移
植
栽
培
で
、
本
田
の
植
付

一　作
業
が
遅
延
し
、
苗
の
貯
蔵
を
要

　
す
る
場
合
の
措
置
。

（
ア
）
苗
箱
を
日
蔭
の
通
風
良
好
な

場
所
に
並
ぺ
、
苗
が
委
凋
し
な
い

程
度
に
極
力
潅
水
を
ひ
か
え
る
。

（
イ
）
育
苗
が
二
十
日
間
を
越
え
る

よ
う
な
場
合
は
、
一
箱
当
り
、
窒

素
成
分
四
咳
以
内
の
追
肥
を
す
る

（
ウ
）
立
枯
れ
が
発
生
し
た
場
合
は

薬
剤
を
敵
布
す
る
か
、
箱
の
部
分

を
水
中
に
浸
す
。

田植えの注意
　
田
植
え
は
、
本
田
で

稲
が
生
育
を
開
始
す
る

出
発
点
と
な
る
重
要
な

農
作
業
で
あ
る
。
労
力

が
一
時
に
集
中
し
、
し

か
も
多
労
を
要
す
る
が

能
郵
的
に
正
確
な
作
業

を
行
な
う
よ
う
、
計
画

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
適
期
に
健
苗
を
浅

植
え
し
、
植
傷
み
を
さ
せ
す
に
活
着

を
良
好
に
し
て
、
順
調
に
分
け
つ
が

発
生
す
る
よ
う
、
適
正
な
作
業
を
す

す
め
る
。

一
、
田
植
え
時
期
の
決
定

　
田
植
え
時
期
は
自
然
的
、
経
済
的

諸
条
件
を
考
慮
し
て
定
め
る
。
気
象

的
に
は
、
苗
の
活
着
限
界
温
度
は
十

五
度
附
近
、
分
け
つ
が
開
始
さ
れ
る

水
温
は
十
八
度
付
近
で
あ
る
か
ら
、

平
年
気
象
か
ら
、
各
地
の
阜
期
限
界

が
定
め
ら
れ
る
。
下
越
平
坦
地
帯
は

五
月
十
日
頃
、
中
越
、
上
越
山
沿
地
帯

は
五
月
十
五
日
頃
で
あ
る
が
．
年
次

変
動
を
考
慮
し
て
こ
れ
よ
り
半
旬
程

度
遅
く
田
植
え
す
る
の
が
実
用
的
で

あ
る
。
感
温
性
の
早
生
品
種
は
、
早

植
え
が
有
利
で
あ
る
が
、
感
光
性
の

高
い
晩
生
種
は
早
過
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
。
山
間
地
帯
で
は
、
遅
く

と
も
六
月
十
五
日
頃
に
、
田
植
え
が

終
了
す
る
よ
う
作
業
を
す
す
め
、
苗

は
適
熟
苗
を
用
い
る
。
し
か
し
若
苗

で
あ
っ
て
も
、
期
間
内
に
植
付
け
す

る
万
が
よ
い
。

二
、
栽
植
密
度
の
増
加

　
昨
年
は
過
云
飯
高
の
密
植
が
行
な

わ
れ
た
が
、
収
量
水
準
が
向
上
す
る

に
し
た
が
っ
て
密
植
が
必
要
で
あ

る
。
良
質
茎
に
よ
っ
て
安
定
し
て
穂

数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
健
苗

を
密
植
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
単
位
面
積
当
り
、
苗
の
総
本
数

が
同
じ
で
あ
れ
ぱ
一
株
苗
数
よ
り
、

栽
植
密
度
を
増
加
し
た
方
が
有
利
で

あ
る
。
し
か
し
栽
植
密
度
の
増
加
が

困
難
な
場
合
は
一
株
苗
数
を
増
加
す

る
．

税
務
モ
一
－
タ
ー

　
　
田
口
倉
之
助
氏
へ
委
嘱
さ
る

　
税
務
モ
ニ
タ
ー
（
十
日
町
税
務
所

管
内
）
と
し
て
昭
和
四
十
二
年
か
ら

連
続
二
期
大
い
に
活
躍
さ
れ
た
江
戸

屋
織
物
の
滝
沢
久
一
氏
に
か
わ
り
、

昭
和
四
＋
四
年
度
は
、
田
倉
呉
服
店

社
長
の
田
口
倉
之
助
氏
が
関
東
信
越

国
税
局
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
他
に
調
停
委
員
と
し
て

の
公
職
も
あ
り
、
経
済
、
税
制
に
も

明
る
く
、
適
任
者
と
い
え
る
。

　
科
務
モ
ニ
タ
ー
は
、
各
税
務
署
単

位
に
一
～
二
名
を
委
嘱
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
納
税
者

の
真
の
声
を
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
よ
っ

て
、
税
務
行
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
モ
ニ
タ
ー

を
通
し
て
納
貌
者
の
税
に
対
す
る
理

解
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
四
十
年
一
月
に
設

け
ら
れ
、
本
年
で
四
年
目
を
迎
え
る

も
の
で
あ
る
が
、
大
き
な
成
果
を
、

お
さ
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
十
日
町
税
務
署
で
は
、
税
務
の
運

営
全
般
に
わ
た
り
、
税
務
署
へ
直
接

い
＼
づ
ら
い
よ
う
な
問
題
は
、
ぜ
ひ

税
務
モ
ニ
タ
ー
へ
相
談
を
と
望
ん
で

い
る
。

国
民
年
金

　
　
加
入
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
は
、
農
業
や
自
営
業
の

人
々
に
、
官
庁
や
会
社
、
工
場
に
勤

め
て
い
る
人
々
と
同
じ
よ
う
に
、
公

的
な
年
金
制
度
に
よ
る
、
所
得
保
瞳

を
行
な
い
、
年
を
と
っ
た
り
、
障
害
を

受
け
た
り
、
死
亡
し
た
と
き
の
生
活

の
安
定
を
、
国
と
被
保
険
者
が
共
同

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
現
に
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
人
及
び
、
こ

の
八
達
の
配
偶
者
、
大
学
生
」
を
除

い
た
二
十
才
か
ら
六
十
才
ま
で
の
方

で
日
本
国
内
に
居
住
す
る
日
本
国
民

は
す
ぺ
て
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
に

ょ
っ
て
義
務
す
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

縫難

　
難
羅
…
鰹

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
印
．

鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
）
。
加
入
の
手

続
き
が
お
く
れ
る
と
、
老
令
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
注
意
し
て
下
さ
い

　
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

　
る
み
な
さ
ん
へ

　
こ
と
し
も
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
か
ら
、
五
月
分
の
支
給
を
郵
便

局
の
窓
口
で
受
け
ま
し
た
ら
、
証
書

を
役
場
の
社
会
厚
生
課
窓
口
に
提
出

し
て
下
さ
い
。
こ
の
証
書
を
提
出
し

ま
せ
ん
と
、
せ
っ
か
く
の
年
金
を
受

一けるこ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

北
陸
地
方

　
　
　
一
一
ケ
月
予
報

　
　
　
　
　
　
　
6
・
7
月

【
六
月
の
予
報
】

　
月
は
じ
め
は
、
暖
か
な
日
も
あ
り

ま
す
が
、
半
ば
ご
ろ
か
ら
、
冷
い
高

気
圧
に
お
お
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
こ
の
低
温
の
日
が
現
わ
れ

や
す
く
、
梅
雨
前
線
の
活
動
も
次
第

に
活
発
と
な
っ
て
き
ま
し
ょ
う
。

　
平
均
気
温
は
低
め
、
降
水
量
は
平

年
並
み
、
ま
た
日
照
は
平
年
並
み
か

少
な
め
の
み
こ
み
で
す
。

【
七
月
の
予
報
】

　
前
半
は
ひ
き
つ
づ
き
、
梅
雨
前
線

が
活
動
し
、
大
雨
の
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
つ
ゆ
あ
け
ま
で
は
低
温

が
で
や
す
い
で
し
ょ
う
。

若
者
よ

　
　
　
集
ま
れ
／

　
　
初
夏
の
尾
瀬
へ
ゆ
こ
う

・
期
日
　
六
月
二
十
七
日
（
午
後
四

　
時
出
発
）
二
十
八
、
二
十
九
日
。

・
申
込
場
所
又
は
く
わ
し
く
は
役
場

産
業
課
、
冨
井
宛
。

・
〆
切
日
　
五
月
三
十
日

・
主
催
　
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
中
里
支

部
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村
体
育
協
会
長

就
任
の
あ

　
こ
の
た
び
、
は
か
ら
す
も
村
体
育

協
会
長
の
重
責
を
に
な
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
何
分
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
今
日
、
国
民
所
得
は
年
女
向
上
し

物
質
的
な
生
活
の
レ
ペ
ル
は
著
し
く

向
上
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

反
面
、
人
間
ら
し
い
生
活
感
情
、
相

互
扶
助
の
連
帯
感
は
し
だ
い
に
う
す

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
義

務
的
、
技
能
的
な
人
間
関
係
が
し
だ

い
さ
つ

西
野
政
男

い
に
支
配
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
、

識
者
は
憂
え
て
い
ま
す
．

　
　
「
心
身
の
健
康
は
、
明
る
い
家
庭

を
つ
く
り
、
村
を
つ
く
り
、
国
を
つ

く
る
」
と
い
い
ま
す
。
身
体
的
、
精

神
的
健
康
の
面
か
ら
、
住
み
よ
い
郷

一
土
の
建
設
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
で

甕
緩
劔
璽
膿

す
。

　
、
村
の
体
協
に
は
野
球
部
、
卓
球
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
陸
上
競
技
部
、

寵
球
部
、
剣
道
部
、
柔
道
部
、
ス
キ

ー
部
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
体
協
は
そ

の
各
部
の
運
絡
、
調
整
、
育
成
を
す

る
性
格
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
不
備
な
ど
で
制
約
も
あ
り

振
興
上
の
障
害
も
あ
り
ま
す
が
、
学

校
開
放
扇
業
な
ど
で
、
年
々
村
の
ス

ポ
ー
ツ
の
芽
は
次
々
に
ふ
く
ら
み
、

結
実
し
よ
う
と
し
で
い
ま
す
。
積
極

的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
、
生
活
に

張
り
を
も
つ
よ
う
に
皆
さ
ん
か
ら
、

お
お
い
に
入
会
し
て
も
ら
い
「
体
つ

く
り
」
に
精
進
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

就
任
の
あ

　
　
　
　
　
中
里
村
青
年
会
長

　
中
里
村
一
円
を
対
象
と
し
て
、
現

在
の
青
年
会
機
構
が
発
達
し
、
四
年

目
に
な
り
ま
す
。
村
民
各
位
の
ご
理

解
、
ご
指
導
を
い
た
マ
き
、
こ
N
ま

で
成
長
出
来
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
．

　
先
般
の
定
期
総
会
に
お
き
ま
し
て

田
村
会
長
を
中
心
と
す
る
執
行
部
が

退
任
し
、
非
力
な
私
が
会
長
と
し
て

会
運
営
の
重
責
に
当
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
前
役
員
の
皆
様
に
は
発
足
当
時
か

ら
会
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
そ

の
功
績
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
後

任
の
私
と
し
ま
し
て
も
、
緊
張
の
感

い
さ
つ

士
・
　
楽
　
　
学

を
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
引
き

受
け
た
以
上
、
自
主
団
体
と
し
て
会

員
中
心
の
、
横
へ
の
協
力
体
制
を
確

立
し
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
青
年
相

互
の
親
睦
、
自
主
的
な
活
動
に
よ
る

文
化
的
理
想
郷
土
の
建
設
、
青
年
の

社
会
的
地
位
の
向
上
に
一
歩
で
も
近

づ
く
よ
う
、
努
力
す
る
所
存
で
す
。

そ
れ
に
は
、
在
村
す
る
青
年
、
全
員

青
年
会
新
役
員
き
ま
る

　
　
　
　
　
　
会
長
に
吉
楽
学

　
去
る
五
月
六
日
、
午
後
七
時
半
よ

り
、
中
幽
村
公
民
舘
に
お
い
て
、
青

年
会
総
会
が
開
か
れ
、
四
十
三
年
度

決
算
報
告
及
び
、
新
役
員
選
出
な
ど

が
お
こ
な
わ
れ
、
左
記
の
人
達
が
新

役
員
に
決
定
し
た
。

▽
会
長

　
　
　
吉
楽
　
学
（
二
四
）
宮
中

▽
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

　
　
　
鈴
木
　
八
郎
（
一
ガ
）
　
重
　
地

　
　
　
大
島
康
太
郎
（
一
ガ
）
芋
沢

▽
会
計
睡
皿
事

　
　
　
高
橋
定
利
（
二
三
）
倉
俣

　
　
　
樋
口
　
貞
晴
（
一
ぎ
）
　
通
り
山

▽
機
関
誌
発
行
担
当

　
　
　
桑
原
　
一
男
（
一
♂
）
西
方

▽
事
務
局

　
　
　
富
井
博
ス
ニ
ら
如
来
寺

羅
鑛
騒
竺
協
蕪
酬
蜷
薙

学
習
（
青
年
学
級
）
の
拡
大
等
間
題

は
山
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

母の日の集い開かる
　記念講演に桑原貞子先生

去
る
十
一
日
は
・
謝
作
又
朗
読
、
合
唱
、
寸
劇
、

　
　
　
　
　
　
一

五
月
第
二
日
曜
日

で
”
母
の
日
灘
で

し
た
が
、
中
里
村

で
は
、
公
民
舘
、

連
合
婦
人
会
共
催

に
よ
り
、
児
童
銅

で
母
の
日
行
串
が

催
さ
れ
、
日
頃
、

忙
し
く
働
い
て
い

る
、
⑯
母
さ
ん
方

も
こ
の
日
は
一
日

子
ど
も
た
ち
の
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念

講
演
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
過
し
ま
し

た
。
な
お
講
演
は
、
県
社
会
教
育
委

員
、
桑
原
貞
子
先
生
を
講
師
に
む
か

え
彪
母
の
日
に
因
ん
で
幽
と
い
う
テ

ー
マ
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
子

ど
も
の
し
つ
け
、
限
度
と
い
う
も
の

が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
す
べ
て
欲
望

を
満
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
か

な
ら
す
し
も
よ
い
結
果
が
生
れ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
が
ま
ん
を
さ

せ
る
と
い
う
し
つ
け
も
大
切
な
こ
と

だ
と
、
母
親
の
役
割
に
つ
い
て
の
反

省
を
う
な
が
さ
れ
、
集
ま
っ
た
お
母
，
さ
い
ま
し
た
。
【
写
真
は
、
記
念
講

さ
ん
方
に
深
い
感
銘
を
与
え
て
く
だ
演
と
、
田
沢
小
学
校
児
童
の
合
唱
】

自
動
車
税
の
納
税
証
明
方
法
の
改
正

自
動
車
取
得
税
の
申
告
用
紙

　
み
な
さ
ん
の
県
税
に
対
す
る
日
頃

の
ご
協
力
を
、
深
く
感
謝
甲
し
上
げ

ま
す
。
自
動
車
の
継
続
検
査
に
必
要

な
納
税
証
明
書
は
陸
運
箏
務
所
に
提

出
す
る
継
続
検
査
の
た
め
の
申
請
書

に
財
務
事
務
所
で
納
税
証
明
印
を
押

し
て
、
従
来
の
納
税
証
明
書
の
交
付

に
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
証
明
を
受
け
る
に
は
。
継
続
検
査

　
に
必
要
な
申
請
書
に
、
登
録
番
号

　
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
印
を
押

　
し
て
、
陸
運
事
務
所
に
提
出
す
る

　
前
に
、
財
務
事
務
所
の
窓
口
へ
ご

持
参
下
さ
い
。

◎
実
施
は
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
一

　
日
か
ら
、
こ
の
方
法
で
証
明
し
ま

す
。

◇
目
動
車
税
と
自
動
車
取
得
税
の
申

　
告
用
紙
が
か
わ
り
ま
し
た
。

◎
主
な
改
正
点

①
用
紙
の
種
類
が
変
っ
た
。

②
フ
リ
ガ
ナ
欄
を
一
字
す
つ
区
画
し

た
こ
と
．

③
記
入
内
容
の
配
列
を
入
れ
か
え
た

　
こ
と
．
　
中
里
文
芸

　
　
　
　
　
－
五
月
投
句
ー

　
　
　
　
・
小
山
大
泉
選

　
　
特
選
　
　
　
　
　
涼
子

嶺
々
青
む
旅
へ
あ
こ
が
れ
偲
む
こ
と

な
し（
旅
へ
の
あ
こ
が
れ
は
、
灰
の
中
に

埋
め
て
あ
る
炭
火
が
消
え
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
嶺
の
青
む
季
節
と
も

な
る
と
、
叉
ひ
と
し
⑯
で
あ
る
）

　
　
特
選
　
　
　
　
　
捨
蔵

耕
の
地
息
あ
ま
ね
し
盛
ん
な
る

（
半
年
間
も
雪
に
埋
も
れ
て
、
い
よ

い
よ
春
耕
が
は
じ
ま
る
。
土
へ
の
愛

情
が
甲
七
に
よ
く
描
か
れ
て
居
り
、

力
強
い
感
覚
描
写
で
あ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
（
四
面
へ
続
く
）


